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(57)【要約】
【課題】放射線撮影の方法に対応できるとともに、放射
線撮影の方法に応じた設定を容易にする。
【解決手段】撮影台１ａは、放射線撮影装置３を装填可
能で被検者Ｐが乗ることができるブッキー装置１３と、
被検者Ｐが乗ることができる天板１４と、ブッキー装置
１３と天板１４とを相対的に回転可能に接続する回転機
構１６とを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線撮影装置を装填可能で被検者が乗ることができるブッキー装置と、
　被検者が乗ることができる天板と、
　前記ブッキー装置と前記天板とを相対的に回転可能に接続する回転機構とを有すること
を特徴とする撮影台。
【請求項２】
　前記ブッキー装置と前記天板とは、前記回転機構によって相対的に回転することによっ
て、前記ブッキー装置の放射線を入射させる側の面と前記天板の被写体に向ける側の面と
が平行で前記ブッキー装置と前記天板とが重なった状態と、前記ブッキー装置の放射線を
入射させる側の面と前記天板の被写体に向ける側の面とが直角となった状態とを切り替え
られることを特徴とする請求項１に記載の撮影台。
【請求項３】
　前記天板は長尺形状を有しており、
　前記ブッキー装置と前記天板とは、前記回転機構により、前記天板の一方の長辺を中心
に相対的に回転可能であることを特徴とする請求項１または２に記載の撮影台。
【請求項４】
　前記ブッキー装置と前記天板とは、前記ブッキー装置の放射線を入射させる側の面と前
記天板の被写体に向ける側の面とが平行な状態で、前記ブッキー装置の放射線を入射させ
る側の面と前記天板の被写体に向ける側の面に直角な方向視で、互いに重なった状態と互
いにずれた状態とに切り替わるように相対的に移動可能であり、
　前記ブッキー装置と前記天板とは、前記天板の短辺方向にずれた状態において、前記回
転機構によって相対的に回転可能であることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項
に記載の撮影台。
【請求項５】
　前記ブッキー装置と前記天板と前記回転機構のいずれかを、前記回転機構による前記ブ
ッキー装置と前記天板の相対的な回転の中心線に平行な軸線を中心に回転可能に支持する
支持部をさらに有することを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の撮影台。
【請求項６】
　前記支持部を保持するサポートユニットをさらに有し、
　前記サポートユニットは、前記回転機構による前記ブッキー装置と前記天板の相対的な
回転の中心線に直角な方向に回転可能であることを特徴とする請求項５に記載の撮影台。
【請求項７】
　前記サポートユニットを支持する支柱をさらに有し、
　前記サポートユニットは、前記支柱に上下方向に移動可能に支持されることを特徴とす
る請求項６に記載の撮影台。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の撮影台と、
　前記ブッキー装置に装填される放射線撮影装置と、
　前記ブッキー装置に装填される放射線撮影装置に向けて放射線を照射する放射線源と、
　前記放射線撮影装置が生成する信号を処理する信号処理部と、
　を有することを特徴とする放射線撮影システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影台および放射線撮影システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　被検者（被写体）の上半身や下半身等の比較的広い範囲を放射線撮影する方法として、
複数の放射線撮影装置を用いて１回の放射線照射で撮影を行う撮影方法、いわゆる１ショ
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ット長尺撮影が行われている。特許文献１には、１ショット長尺撮影に使用する装置とし
て、立位や臥位で撮影できる装置が開示されている。特許文献２には、立位、臥位、側臥
位に対応した装置を用いる方法が開示されている。
【０００３】
　ところで、例えば側弯症の患者の放射線撮影を行う場合には、立位、臥位、側臥位での
撮影が必要となる。さらにその中には、患者を上下に引っ張って撮影を行う牽引撮影や、
ベッド上に仰向けに寝た状態で、胸腰椎移行部に枕をあて脊椎を自重により伸展、呼気脱
力をした状態で側面から撮影を行うボルスター撮影という撮影方法がある。撮影のために
は、各部位、撮影方法に対応した装置が必要となるため、対応した装置やベッドが必要で
あり、設置スペースも広くとることが必要であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６－１８９９８４号公報
【特許文献２】特開２０１６－１８７３８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記実情に鑑み、本発明が解決しようとする課題は、放射線撮影の方法に対応できると
ともに、放射線撮影の方法に応じた設定を容易にすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するため、本発明は、放射線撮影装置を装填可能で被検者が乗ることが
できるブッキー装置と、被検者が乗ることができる天板と、前記ブッキー装置と前記天板
とを相対的に回転可能に接続する回転機構とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、放射線撮影の方法に対応できるとともに、放射線撮影の方法に応じた
放射線撮影台の設定が容易となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１実施形態に係る撮影台の構成例を示す模式図である。
【図２】第１実施形態に係る撮影台の構成例を示す模式図である。
【図３】第２実施形態に係る撮影台の構成例を示す模式図である。
【図４】第３実施形態に係る撮影台の構成例を示す模式図である。
【図５】第４実施形態に係る撮影台の構成例を示す模式図である。
【図６】第５実施形態に係る撮影台の構成例を示す模式図である。
【図７】放射線撮影システムの構成例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の各実施形態について、図面を参照して説明する。本発明の各実施形態に
係る撮影台は、複数の放射線撮影装置を装填可能であり、複数の放射線撮影装置が装填さ
れた状態で、被検者（患者など）の放射線撮影に用いることができる。特に、複数の放射
線撮影装置が装填された撮影台を用いることにより、１ショット長尺撮影が可能である。
また、各実施形態に係る撮影台は、立位撮影、臥位撮影、側臥位撮影に対応する。なお、
以下に説明する各実施形態は、本発明を限定するものではない。本発明は、その趣旨に沿
って各種改変することができ、それらも本発明に含まれる。
【００１０】
＜第１の実施形態＞
　まず、本発明の第１の実施形態に係る撮影台１ａの構成例について説明する。図１は、
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第１の実施形態に係る撮影台１ａの構成例を模式的に示す図であり、立位撮影する場合の
撮影台１ａの設定と被検者Ｐ（被写体）の状態を模式的に示す図である。図２は、第１の
実施形態に係る撮影台１ａを用いて臥位撮影する場合と側臥位撮影する場合の撮影台１ａ
の設定と被検者Ｐの状態を模式的に示す図である。なお、図２（ａ）と図２（ｂ）は、そ
れぞれ、臥位撮影する場合の横断面図（天板１４の長尺方向に直角な面で切断した断面図
）と縦断面図（天板１４の短尺方向に直角な面で切断した断面図）であり、図２（ｃ）と
図２（ｄ）は、それぞれ、側臥位撮影する場合の横断面図と縦断面図である。図１に示す
ように、撮影台１ａは、支柱１１と、サポートユニット１２と、ブッキー装置１３と、天
板１４とを有する。なお、図２においては、支柱１１とサポートユニット１２を省略して
ある。
【００１１】
　撮影台１ａの支柱１１は、撮影台１ａの設置面（例えば、放射線撮影室の床面など）に
、垂直方向に起立するように設けられる。サポートユニット１２は、支柱１１に上下方向
に移動可能でかつ回転可能に接続される（支持される）。例えば、サポートユニット１２
は、回転部１２１とこの回転部１２１に一体に設けられる２本の腕部１２２とを有する。
サポートユニット１２の回転部１２１は、支柱１１に上下方向に移動可能で、かつ、水平
方向の軸線（立位撮影時や側臥位撮影時における放射線源４の放射線の照射方向）を回転
中心線として回転可能に接続される（支持される）。このため、サポートユニット１２は
、回転部１２１により、後述する回転機構１６による天板１４とブッキー装置１３との相
対的な回転中心線の方向（図１中では上下方向）と直角な方向（図１では左右方向）の軸
線を回転中心として回転可能である。サポートユニット１２の２本の腕部１２２のそれぞ
れには、２つの支持部１５のそれぞれが接続される。２つの支持部１５のそれぞれは、ブ
ッキー装置１３の長尺方向の両端部のそれぞれに接続される。そして、２つの支持部１５
は、ブッキー装置１３を、２つの支持部１５を通過する直線（例えば、ブッキー装置１３
の長尺方向に平行で、かつ、ブッキー装置１３の短尺方向の中心を通過する直線）を中心
として回転可能に支持する。
【００１２】
　ブッキー装置１３は、散乱線を除去するグリッド（リスホルム）と、グリッドを動かす
機構とを有し、複数の可搬型の放射線撮影装置３（電子カセッテ）を並べて装填できる。
また、ブッキー装置１３は、被写体である被検者Ｐが乗って横たわった姿勢をとることが
できる。ブッキー装置１３に複数の放射線撮影装置３を並べて装填することによって、１
回の放射線照射で長尺撮影が可能となっている。なお、各図においては、ブッキー装置１
３に３台の放射線撮影装置３が並べて装填される構成を例に示すが、ブッキー装置１３に
装填可能な放射線撮影装置３の台数や、装填される複数の放射線撮影装置３どうしの位置
関係は特に限定されない。例えば、２台の放射線撮影装置３を並べて装填可能な構成であ
ってもよく、４台以上の放射線撮影装置３を並べて装填可能であってもよい。また、ブッ
キー装置１３は、複数の放射線撮影装置３を着脱可能であるとともに、放射線撮影装置３
の表裏を入れ替えて装填することもできる。たとえば、撮影における被検者Ｐの体位や撮
影方向によっては、裏返して（表裏を入れ替えて）ブッキー装置１３に装填することも可
能である。
【００１３】
　天板１４は、例えば長尺板状の構成を有し、被写体である被検者Ｐが乗って横たわった
姿勢をとることができる。天板１４は、回転機構１６によってブッキー装置１３に接続さ
れる。このため、天板１４とブッキー装置１３とは、この回転機構１６によって相対的に
回転可能である。なお、天板１４の具体的な構成は特に限定されるものではなく、公知の
各種撮影装置の天板１４と同様の構成が適用できる。
【００１４】
　回転機構１６は、ブッキー装置１３と天板１４を相対的に回転可能に接続する。なお、
この回転機構１６による天板１４とブッキー装置１３との相対的な回転中心線は、支持部
１５とブッキー装置１３の相対的な回転中心線に平行であり、サポートユニット１２の支
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柱１１に対する回転中心線に直角である。また、回転機構１６は、ブッキー装置１３と天
板１４を任意の相対角度に保持できる。そして、回転機構１６を介してブッキー装置１３
と天板１４を相対的に回転させることにより、少なくとも、ブッキー装置１３と天板１４
とが重なった状態（図２（ａ）（ｂ）参照）と、ブッキー装置１３と天板１４の相対角度
が９０°の状態（図２（ｃ）（ｄ）参照）の任意の一方の状態に変更できる。例えば、回
転機構１６は、長尺形状のブッキー装置１３の一方の長辺（端部）と長尺形状の天板１４
の一方の長辺（端部）を接続するように配置される。そして、ブッキー装置１３と天板１
４は、それぞれ同じ側に位置する長辺またはそれらの近傍（長辺に平行な軸線）を中心と
して相対的に回転できる。
【００１５】
　なお、図２においては、回転機構１６が２箇所に設けられる構成を示すが、回転機構１
６の数は特に限定されるものではない。例えば、回転機構１６が１箇所に設けられる構成
であってもよく、３箇所以上に設けられる構成であってもよい。また、回転機構１６の具
体的な構成も特に限定されない。回転機構１６は、ブッキー装置１３と天板１４を相対的
に回転可能に接続し、かつ、ブッキー装置１３と天板１４の相対角度を任意の角度に保持
できる構成であればよい。
【００１６】
　また、説明の便宜上、ブッキー装置１３の両面のそれぞれについて、ブッキー装置１３
と天板１４の相対角度が０°（図２（ａ）（ｂ）参照）である場合に、天板１４に対向す
る側の面を第１の面１３１と称し、その反対側の面を第２の面１３２と称する。同様に、
天板１４の両面のそれぞれについて、ブッキー装置１３に対向する側の面を第１の面１４
１と称し、その反対側の面を第２の面１４２と称する。
【００１７】
　ブッキー装置１３に装填可能な放射線撮影装置３の構成は特に限定されるものではない
。ブッキー装置１３は、従来公知の各種の可搬型の放射線撮影装置３を複数並べて装填で
きる構成であればよい。また、ブッキー装置１３は、放射線撮影装置３の入射面（撮影時
において、入射する放射線の上流側に向ける面）を第１の面１３１の側に位置するように
装填することと、第２の面１３２の側に位置するように装填することができる。
【００１８】
　第１の実施形態に係る撮影台１ａを用いて被検者Ｐを立位撮影する場合には、図１に示
すように、ブッキー装置１３および天板１４は、それらの長尺方向が上下方向に平行にな
るように設定される。さらに、ブッキー装置１３と天板１４とが重なった状態で、天板１
４の第２の面１４２が放射線源４の側を向くように設定される。すなわち、ブッキー装置
１３と天板１４の相対角度は０°に設定される。前述のように、ブッキー装置１３はサポ
ートユニット１２に接続された支持部１５によって支持され、サポートユニット１２は支
柱１１に回転可能に接続される。このため、ブッキー装置１３と天板１４を、サポートユ
ニット１２ともに水平方向の軸線を中心に回転させることによって、ブッキー装置１３お
よび天板１４の長尺方向を上下方向に平行にできる。また、ブッキー装置１３と天板１４
を回転機構１６を介して相対的に回転させることにより、ブッキー装置１３と天板１４と
が重なった状態（ブッキー装置１３と天板１４の相対角度が０°の状態）に設定できる。
なお、放射線源４は、天板１４およびブッキー装置１３に向けて放射線を照射できるよう
に（放射線の光軸が天板１４の第２の面１４２に直角になるように）配置される。このよ
うに設定されると、天板１４の第２の面１４２に沿うように立っている被検者Ｐを立位撮
影できる。
【００１９】
　臥位撮影する場合には、図２（ａ）（ｂ）に示すように、天板１４がブッキー装置１３
の上側に重なり、かつ、天板１４の第２の面１４２が略水平で上側を向くように設定され
る。具体的には、サポートユニット１２が、２つの支持部１５を通過する直線が水平とな
る向きに設定され、ブッキー装置１３が、水平となる向きに設定される。さらに、天板１
４とブッキー装置１３の相対角度が０°で、天板１４がブッキー装置１３の上側に重なる



(6) JP 2019-84204 A 2019.6.6

10

20

30

40

50

ように設定される。そして、放射線源４は、ブッキー装置１３および天板１４の上方に、
下方に向けて放射線を照射できるように（放射線の光軸が天板１４の第２の面１４２に直
角になるように）配置される。このように設定されると、天板１４の第２の面１４２（上
面）に乗っている被検者Ｐを臥位撮影できる。
【００２０】
　側臥位撮影する場合には、図２（ｃ）（ｄ）に示すように、天板１４は、第１の面１４
１が略水平で上側を向くように設定され、ブッキー装置１３は第１の面１３１が垂直とな
るように設定される。具体的には、サポートユニット１２は、２つの支持部１５を通過す
る直線が水平となる向きに設定される。ブッキー装置１３は、その第１の面１３１が垂直
となり、回転機構１６が下側に位置する（回転機構１６が接続される側の長辺が下側に位
置し、かつ、長辺が水平となる）向きに設定される。天板１４は、第１の面１４１が略水
平で上側を向くように設定される。すなわち、天板１４とブッキー装置１３のなす角度は
９０°に設定される。そして、放射線源４は、ブッキー装置１３の第１の面１３１に向け
て放射線を照射できるように、放射線の光軸が水平で、かつ、ブッキー装置１３の第１の
面１３１に直角となるように配置される。このように設定されると、天板１４の第１の面
１４１に乗っている被検者Ｐを側臥位撮影できる。
【００２１】
　なお、図２（ａ）（ｂ）に示す臥位撮影の設定から、図２（ｃ）（ｄ）に示す側臥位撮
影の設定に変更するには、ブッキー装置１３を、回転機構１６が設けられる側が下側に位
置するように９０°回転させるとともに、天板１４をブッキー装置１３に対して９０°回
転させればよい。図中の矢印Ａはブッキー装置１３の回転方向を示し、矢印Ｂは天板１４
の回転方向を示す。この場合、臥位撮影と側臥位撮影のいずれにおいても、ブッキー装置
１３の第１の面１３１の側から放射線を入射させるから、ブッキー装置１３に装填される
放射線撮影装置３の表裏を入れ替えなくてもよい。このように、第１の実施形態によれば
、ブッキー装置１３をサポートユニット１２に対して回転させ、天板１４をブッキー装置
１３に対して回転させることにより、臥位撮影と側臥位撮影の設定の変更が可能になる。
ただし、被検者Ｐは、臥位撮影では天板１４の第２の面１４２に乗るのに対し、側臥位撮
影では天板１４の第２の面１４２に乗るため、被検者Ｐの乗り換えは必要になる。
【００２２】
　このように、第１の実施形態に係る撮影台１ａによれば、ブッキー装置１３を支柱１１
に対して回転させることによって、立位撮影と臥位撮影および側臥位撮影が可能になる。
そして、ブッキー装置１３と天板１４を相対的に回転させて相対角度を変更することによ
り、臥位撮影の設定と側臥位撮影の設定のうちの任意の設定に変更ができる。この際、ブ
ッキー装置１３に装填される放射線撮影装置３の表裏を変更しなくてもよい（放射線撮影
装置３を入れ替えなくてもよい）から、設定の変更が容易となり、撮影の準備（設定の変
更）に要する手間の省略や時間の短縮を図ることができる。また、天板１４が被写体であ
る被検者Ｐを乗せる寝台（ベッド）の機能を有するため、別途寝台を用意しなくてもよい
。したがって、寝台などの補助機器の削減を図ることができ、撮影台１ａの設置箇所（撮
影室など）の省スペース化を図ることができる。
【００２３】
＜第２の実施形態＞
　次に、第２の実施形態について説明する。なお、第１の実施形態と共通の構成や共通に
できる構成については、第１の実施形態と同じ符号を付し、説明を省略する（第３～第５
の実施形態についても同様とする）。図３は、第２の実施形態に係る撮影台１ｂを用いて
臥位撮影する場合と側臥位撮影する場合の撮影台１ｂの設定と被検者Ｐの状態を模式的に
示す図である。なお、図３（ａ）と図３（ｂ）は、それぞれ、臥位撮影する場合の横断面
図と縦断面図であり、図３（ｃ）と図３（ｄ）は、それぞれ、側臥位撮影する場合の横断
面図と縦断面図である。
【００２４】
　第２の実施形態に係る撮影台１ｂでは、天板１４が２つの支持部１５と接続される。例
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えば、天板１４は長尺形状を有しており、長尺方向の両端部のそれぞれに２つの支持部１
５のそれぞれが接続される。そして、天板１４は、２つの支持部１５を通過する軸線（天
板１４の短尺方向の中心を通過し、長尺方向に平行な直線）を中心に回転可能である。ま
た、ブッキー装置１３と天板１４とは、第１の実施形態と同様に回転機構１６を介して接
続されており、相対的に回転可能である。
【００２５】
　第２の実施形態に係る撮影台１ｂを用いて立位撮影する場合には、ブッキー装置１３お
よび天板１４は、それらの長尺方向が上下方向に平行になるように設定される。さらに、
ブッキー装置１３と天板１４の相対角度が０°で重なるように設定される。そして、ブッ
キー装置１３の第２の面１３２が放射線源４の側を向くように設定される。例えば、図１
に示す第１の実施形態に係る撮影台１ａにおいて、ブッキー装置１３と天板１４の位置が
入れ替わったような状態となる。放射線源４は、ブッキー装置１３に向けて放射線を照射
できるように（放射線の光軸がブッキー装置１３の第２の面１３２に直角になるように）
配置される。このように設定されると、ブッキー装置１３の第２の面１３２に沿うように
立っている被検者Ｐを立位撮影できる。
【００２６】
　臥位撮影を行う場合には、図３（ａ）（ｂ）に示すように、天板１４とブッキー装置１
３の相対角度は０°になるように設定される。さらに、ブッキー装置１３が天板１４の上
側に重なるように設定され、ブッキー装置１３の第２の面１３２が略水平で上側を向くよ
うに設定される。この場合、サポートユニット１２は、２つの支持部１５を通過する直線
が水平となる向きに設定され、天板１４は、その第１の面１４１が略水平となる向き（上
側に重なるブッキー装置１３の第２の面１３２が略水平となる向き）に設定される。そし
て、放射線源４は、ブッキー装置１３および天板１４の上方に、下方に向けて放射線を照
射できるように配置される。すなわち、放射線源４は、照射する放射線の光軸がブッキー
装置１３の第２の面１３２に直角になるように配置される。このように設定されると、ブ
ッキー装置１３の第２の面１３２に乗っている被検者Ｐを臥位撮影できる。
【００２７】
　側臥位撮影する場合には、図３（ｃ）（ｄ）に示すように、天板１４の第１の面１４１
が略水平で上側を向き、ブッキー装置１３の第１の面１３１が垂直となるように設定され
る。すなわち、天板１４とブッキー装置１３のなす角度は９０°に設定される。なお、サ
ポートユニット１２は、２つの支持部１５を通過する直線が水平となる向きに設定される
。そして、放射線源４は、ブッキー装置１３の第１の面１３１に向けて放射線を照射でき
るように、放射線の光軸が水平で、かつ、ブッキー装置１３の第１の面１３１に直角とな
るように配置される。このように設定されると、天板１４の第１の面１４１（上面）に乗
っている被検者Ｐを側臥位撮影できる。
【００２８】
　図３（ａ）（ｂ）に示す臥位撮影の設定から、図３（ｃ）（ｄ）に示す側臥位撮影の設
定に変更するには、ブッキー装置１３を、回転機構１６が設けられる側が下側に位置する
ように９０°回転させるとともに、ブッキー装置１３に装填される放射線撮影装置３の表
裏を入れ替えればよい。図中の矢印Ｃは、ブッキー装置１３の回転方向を示す。このよう
に、第２の実施形態によれば、ブッキー装置１３を天板１４に対して回転させ、ブッキー
装置１３に装填される放射線撮影装置３の表裏を入れ替えることによって、臥位撮影と側
臥位撮影の設定の変更が可能になる。そして、第２の実施形態に係る撮影台によれば、第
１の実施形態と同様の効果を奏することができる。
【００２９】
＜第３の実施形態＞
　次に、第３の実施形態について説明する。図４は、第３の実施形態に係る撮影台１ｃを
用いて臥位撮影する場合と側臥位撮影する場合の撮影台１ｃの設定と被検者Ｐの状態を模
式的に示す図である。なお、図４（ａ）と図４（ｂ）は、それぞれ、臥位撮影する場合の
横断面図と縦断面図であり、図４（ｃ）と図４（ｄ）は、それぞれ、側臥位撮影する場合
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の横断面図と縦断面図である。
【００３０】
　第３の実施形態に係る撮影台１ｃでは、第２の実施形態と同様に、天板１４が２つの支
持部１５と接続されている。そして、天板１４とブッキー装置１３とは、それらの一方の
長辺どうしが回転機構１６を介して接続されており、一方の長辺またはその近傍を中心と
して相対的に回転可能である。なお、第２の実施形態では、ブッキー装置１３と天板１４
とが９０°回転できる構成であればよいのに対し、第３の実施形態ではブッキー装置１３
と天板１４とが２７０°回転できる構成を有する。
【００３１】
　第３の実施形態に係る撮影台１ｃを用いて立位撮影する場合の設定は、第２の実施形態
と同じでよい。臥位撮影を行う場合には、図４（ａ）（ｂ）に示すように、ブッキー装置
１３と天板１４の相対角度が０°に設定される。そして、ブッキー装置１３が天板１４の
上側に重なり、ブッキー装置１３の第２の面１３２が略水平で上側を向くように設定され
る。この場合、サポートユニット１２は、２つの支持部１５を通過する直線が水平となる
向きに設定される。そして、放射線源４は、ブッキー装置１３および天板１４の上方に、
下方に向けて放射線を照射できるように（放射線の光軸がブッキー装置１３の第２の面１
３２（上面）に直角になるように）配置される。このように設定されると、ブッキー装置
１３の第２の面１３２に乗っている被検者Ｐを臥位撮影できる。
【００３２】
　側臥位撮影する場合には、図４（ｃ）（ｄ）に示すように、天板１４は第１の面１４１
が略水平で上側を向き、ブッキー装置１３は第２の面１３２が垂直となるように設定され
る。この場合、ブッキー装置１３と天板１４の相対角度は２７０°（９０°）である。ま
た、サポートユニット１２は、２つの支持部１５を通過する直線が水平となる向きに設定
される。そして、放射線源４は、ブッキー装置１３の第２の面１３２に向けて放射線を照
射できるように、放射線の光軸が水平で、ブッキー装置１３の第２の面１３２に直角とな
るように配置される。このように設定されると、天板１４の第１の面１４１（上面）に乗
っている被検者Ｐを側臥位撮影できる。
【００３３】
　図４（ａ）（ｂ）に示す臥位撮影の設定から、図４（ｃ）（ｄ）に示す側臥位撮影の設
定に変更するには、天板１４を１８０°回転させて上下を入れ替えるとともに、ブッキー
装置１３を天板１４に対して２７０°回転させればよい。図中の矢印Ｄはブッキー装置１
３の回転方向を示し、矢印Ｅは天板１４の回転方向を示す。この場合、臥位撮影と側臥位
撮影のいずれにおいても、ブッキー装置１３の第２の面１３２の側から放射線を入射させ
ることになるから、ブッキー装置１３に装填される放射線撮影装置３の表裏を入れ替えな
くてもよい。ただし、天板１４の被検者Ｐが乗る面が入れ替わるため、被検者Ｐの乗り換
えは必要になる。このように、第３の実施形態に係る撮影台１ｃによれば、第１の実施形
態と同様の効果を奏することができる。
【００３４】
＜第４の実施形態＞
　次に、第４の実施形態について説明する。図５は、第４の実施形態に係る撮影台１ｄを
用いて臥位撮影する場合と側臥位撮影する場合の撮影台１ｄの設定と被検者Ｐの状態を模
式的に示す図である。なお、図５（ａ）と図５（ｂ）は、それぞれ、臥位撮影する場合の
横断面図と縦断面図であり、図５（ｃ）と図５（ｄ）は、それぞれ、側臥位撮影する場合
の横断面図と縦断面図である。
【００３５】
　第４の実施形態に係る撮影台１ｄでは、天板１４が２つの支持部１５と接続されている
。天板１４とブッキー装置１３とは、スライド移動可能な回転機構１６によって接続され
ている。そして、ブッキー装置１３と天板１４は、短辺方向に相対的に移動可能であり、
天板１４の第２の面（被検者Ｐが乗る面（被写体に向ける面））に直角な方向視において
互いに重なった状態とずれた状態とに切り替わることができる。ブッキー装置１３と天板
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１４が重ならずに互いに短辺方向にずれた状態では、一方の長辺（互いに接近する長辺）
またはその近傍を中心に相対的に回転可能である。例えば、天板１４とブッキー装置１３
のいずれか一方に短辺方向に延伸するスライドレールが設けられ、回転機構１６は、この
スライドレールに沿って短辺方向に移動可能に設けられる。そして、回転機構１６は、天
板１４とブッキー装置１３の他方と回転可能に接続される。
【００３６】
　第４の実施形態に係る撮影台１ｄを用いて立位撮影する場合には、ブッキー装置１３と
天板１４の相対角度は０°に設定される。また、サポートユニット１２は、２つの支持部
１５を通過する直線が上下方向に平行となる向きに設定される。そして、天板１４とブッ
キー装置１３とが重なり、天板１４の第２の面１４２が略垂直で放射線源４の側を向くよ
うに設定される。放射線源４は、天板１４の第２の面１４２に向けて放射線を照射できる
ように配置される。このように設定されると、天板１４の第２の面１４２に沿うように立
っている被検者Ｐを立位撮影できる。すなわち、第４の実施形態に係る撮影台１ｄを用い
て立位撮影する場合の設定は、ブッキー装置１３と天板１４の向きと位置関係については
、第１の実施形態と同様である。
【００３７】
　臥位撮影を行う場合には、図５（ａ）（ｂ）に示すように、天板１４とブッキー装置１
３の相対角度は０°に設定される。そして、天板１４がブッキー装置１３の上側に重なり
、天板１４の第２の面１４２が略水平で上側を向くように設定される。この場合、サポー
トユニット１２は、２つの支持部１５を通過する直線が水平となる向きに設定される。そ
して、放射線源４は、ブッキー装置１３および天板１４の上方に、下方に向けて放射線を
照射できるように配置される。このように設定されると、ブッキー装置１３の第２の面１
３２（上面）に乗っている被検者Ｐを臥位撮影できる。
【００３８】
　側臥位撮影する場合には、図５（ｃ）（ｄ）に示すように、天板１４とブッキー装置１
３の相対角度は９０°に設定される。具体的には、天板１４の第２の面１４２が略水平で
上側を向き、ブッキー装置１３の第１の面１３１は垂直となるように設定される。この場
合、サポートユニット１２は、２つの支持部１５を通過する直線が水平となる向きに設定
される。そして、放射線源４は、ブッキー装置１３の第１の面１３１に向けて放射線を照
射できるように、放射線の光軸が水平で、かつ、ブッキー装置１３の入射面に直角となる
ように配置される。このように設定されると、天板１４の第２の面１４２（上面）に乗っ
ている被検者Ｐを側臥位撮影できる。
【００３９】
　図５（ａ）（ｂ）に示す臥位撮影の設定から、図５（ｃ）（ｄ）に示す側臥位撮影の設
定に変更するには、ブッキー装置１３を短辺方向に移動させて天板１４からずらし、天板
１４に対して９０°回転させればよい。図中の矢印Ｆと矢印Ｇは、ブッキー装置１３の移
動方向と回転方向を示す。この場合、臥位撮影と側臥位撮影のいずれにおいても、ブッキ
ー装置１３の第１の面１３１の側から放射線を入射させるから、ブッキー装置１３に装填
される放射線撮影装置３の表裏を入れ替えなくてもよい。このように、第４の実施形態に
係る撮影台１ｄによれば、第１の実施形態と同様の効果を奏することができる。また、臥
位撮影と側臥位撮影のいずれにおいても、被検者Ｐは天板１４の第２の面１４２に乗るこ
とになるから、被検者Ｐの乗り換えも不要になる。
【００４０】
＜第５の実施形態＞
　次に、第５の実施形態について説明する。図６は、第５の実施形態に係る撮影台１ｅを
用いて臥位撮影する場合と側臥位撮影する場合の撮影台１ｅの設定と被検者Ｐの状態を模
式的に示す図である。なお、図６（ａ）と図６（ｂ）は、それぞれ、臥位撮影する場合の
横断面図と縦断面図であり、図６（ｃ）と図６（ｄ）は、それぞれ、側臥位撮影する場合
の横断面図と縦断面図である。
【００４１】
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　図６に示すように、第５の実施形態に係る撮影台１ｅは、さらに保持枠１７を有する。
保持枠１７は、ブッキー装置１３に固定されており、２つの支持部１５に接続されるとと
もに、回転機構１６に接続される。すなわち、保持枠１７は、２つの支持部１５を介して
サポートユニット１２に回転可能に支持され、回転機構１６を介して天板１４を回転可能
に支持する。保持枠１７の構成は特に限定されるものではないが、例えば、略四辺形で内
周側に天板１４を入れ込むことができる開口部が設けられた額縁状の構成や、四辺のうち
の一辺に部材が設けられない略「Ｃ」字形状の構成が適用できる。そして、天板１４と保
持枠１７とは、回転機構１６により、それぞれ一方の長辺またはその近傍を中心として相
対的に回転可能である。ただし、保持枠１７の構成は特に限定されるものではない。保持
枠１７は、ブッキー装置１３に固定され、天板１４と相対的に回転可能であればよい。
【００４２】
　第５の実施形態に係る撮影台１ｅを用いて立位撮影する場合には、ブッキー装置１３と
天板１４の相対角度は０°に設定される。そして、天板１４の第２の面１４２が放射線源
４の側を向くように設定される。この場合、サポートユニット１２は、ブッキー装置１３
と天板１４の長尺方向が上下方向に平行になるように、２つの支持部１５を通過する直線
が略垂直となるように設定される。放射線源４は、天板１４に向けて放射線を照射できる
ように配置される。このように設定されると、天板１４の第２の面１４２に沿うように立
っている被検者Ｐを立位撮影できる。
【００４３】
　臥位撮影を行う場合には、図６（ａ）（ｂ）に示すように、天板１４とブッキー装置１
３の相対角度は０度に設定される。そして、天板１４がブッキー装置１３の上側に重なり
、天板１４の第２の面１４２が略水平で上側を向くように設定される。この場合、サポー
トユニット１２は、２つの支持部１５を通過する直線が水平となる向きに設定され、ブッ
キー装置１３は、その上面が水平になる向きに設定される。放射線源４は、天板１４の上
方に、下方に向けて放射線を照射できるように配置される。このように設定されると、天
板１４の第２の面１４２（上面）に乗っている被検者Ｐを臥位撮影できる。
【００４４】
　側臥位撮影する場合には、図６（ｃ）（ｄ）に示すように、ブッキー装置１３と天板１
４の相対角度が９０°となるように設定される。そして、天板１４の第１の面１４１が略
水平で上側を向き、ブッキー装置１３および保持枠１７は、回転機構１６が下側に位置す
る状態で垂直となるように設定される。この場合、サポートユニット１２は、２つの支持
部１５を通過する直線が水平となる向きに設定される。放射線源４は、ブッキー装置１３
の第１の面１３１に向けて放射線を照射できるように、放射線の光軸が水平で、かつ、ブ
ッキー装置１３の第１の面１３１に直角となるように配置される。このように設定される
と、天板１４の第１の面１４１（上面）に乗っている被検者Ｐを側臥位撮影できる。
【００４５】
　図６（ａ）（ｂ）に示す臥位撮影の設定から、図６（ｃ）（ｄ）に示す側臥位撮影の設
定に変更するには、ブッキー装置１３および保持枠１７を、回転機構１６が下側に位置す
るように９０°回転させるとともに、天板１４をブッキー装置１３および保持枠１７に対
して９０°回転させればよい。図中の矢印Ｈはブッキー装置１３の回転方向を示し、矢印
Ｉは天板の回転方向を示す。なお、臥位撮影と側臥位撮影のいずれにおいても、ブッキー
装置１３の第１の面１３１の側から放射線を入射させるから、ブッキー装置１３に装填さ
れる放射線撮影装置３の表裏を入れ替えなくてもよい。このように、第５の実施形態に係
る撮影台１ｅによれば、第１の実施形態と同様の効果を奏することができる。
【００４６】
＜放射線撮影システム＞
　次に、図７を参照して、本発明の実施形態に係る放射線撮影システム７の構成例を説明
する。図７は、本発明の実施形態に係る放射線撮影システム７の構成例を模式的に示す図
である。図７に示すように、放射線撮影システム７は、例えば、本発明の各実施形態に係
る撮影台１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄ，１ｅと、イメージプロセッサなどを含む信号処理部７
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１と、ディプレイなどを含む表示部７２と、放射線を発生させるための放射線源４とを含
む。放射線源４から発せられた放射線（例えばＸ線）は、被写体である被検者Ｐを透過し
、撮影台１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄ，１ｅのブッキー装置１３に装填された放射線撮影装置
３に入射する。そして、は、放射線撮影装置３被検者Ｐの体内の情報を含む放射線を検出
して放射線画像の画像データを生成する。信号処理部７１は、これによって得られた放射
線画像の画像データに所定の信号処理を行い、新たな画像データを生成する。例えば、信
号処理部７１は、ブッキー装置１３に装填される複数の放射線撮影装置３のそれぞれが生
成した画像データを結合し、１つの長尺の画像データを生成する。この画像データは、表
示部７２に表示される。
【００４７】
　以上、本発明の実施形態について詳細に説明したが、前記実施形態は、本発明を実施す
るにあたっての具体例を示したに過ぎない。本発明の技術的範囲は、前記実施形態に限定
されるものではない。本発明は、その趣旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能で
あり、それらも本発明の技術的範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００４８】
１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄ，１ｅ：撮影台、１１：支柱、１２：サポートユニット、１２１
：回転部、１２２：腕部、１３：ブッキー装置、１３１：ブッキー装置の第１の面、１３
２：ブッキー装置の第２の面、１４：天板、１４１：天板の第１の面、１４２：天板の第
２の面、１５：支持部、１６：回転機構、１７：保持枠

【図１】 【図２】
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